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就 任 所 感
京都大学教授 加 藤 篤 二




通 り松本信一先生の門に入 り皮膚科学を専攻,主 論文は膿皮症の研究であります(な おこ
の間2年 半今の名古屋市大に勤務 しました)先 生は御承知のように昨年文化功労賞を得
られましたが,博 覧,強 記,語 学に秀でられ,臨 床,研 究共に稀れにみる大家でありまし





て孫引き文献に誤 りで もあろうものなら直ちに没書になった先輩が数限 りなかった次第,
むろん小生のごときは先生の目にも止 らなかった存在で,泌尿器科4代 の跡 目をついだ こ
とを地下では定めし苦笑されていることでしよう
井上先生は教授になられて間 もな く定年退官され,代 りに大連病院 より柳原英先生が来
任されましたが,お 顔を存 じている教室員がなく小生が独 り京都駅にお迎えをした次第で
す.当 時はあわただ しい世相で小生は問もな く応召,京 都深草の歩兵連隊に入 り直ちに出
征,仏 印,泰,を へて ビルマ作戦に参加 し,雲南,ミ イ トキーナ,イ ンパール作戦に従軍
し,終戦後はラソグーンで苦難の捕虜生活を2年 致しました(そ の詳細は当時私の大隊に
いた部下の会田雄次伍長すなわち今評論家として有名な京大人文科学研究所の教授のした
ためた"ア ーロン収容所"に 記載 されてお ります).昭和22年荒涼たる広島の宇品に復員,
帰学後は医専教授 として山本俊平教授に仕え,つ いで昭和25年稲田教授が泌尿器科教室を
主宰されると共に助教授 として昭和31年まで仕えました.当時は未だ終戦後の混乱が回復
せぬ世情であ りましたが この間に全国学会を2回,中 部学会を1回,何 れも皮と泌合同の
難しい仕事の舞台裏役をさせ られました.泌 尿器科では楽四会 と称 してよく学びよく遊び
再三奇妙な場所で読書会を開き後 は例のごとく麻雀会に終始する等楽しい日々であ りまし







卒業30有余年を通 じて思えば5人 の大先生に仕えた訳ですがその間顧みて至 らぬ点が多
いことを痛感しております.こ の5人 の先生の人物,性 格は何れ も特異でありまして,臨
床診断ならびに研究方法が極めて適切であり,あ るいは臨床に徹 しきった態度,円満 な人






マ作戦に生き残 ったいわば敗残兵でありますが,幸 いに無病息災,こ れからは野戦できた







会雑誌の他に,臨床泌尿器科,皮 と泌があり,それぞれの行き方で何れ も立派に刊行 され




定であり,なお この他臨床 と剖検,あ るいは診断不明例 といったものも沢山加えて行 きた
いと思ってお ります.
以上につき今後宜 しく皆様方の御協力をお願い致します.
